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【支部総会報告】 

滋賀支部 

 中嶋 高明（短 9 回生） 

平成 30 年 1 月 13 日（土）17 時 30 分より、毎年恒例となっております大津市瀬田にある「初駒」にて滋賀支

部総会が行われました。 

ご来賓には玉田彰学友会会長（53 回生）、西谷源展学友会副会長（44 回生）、松山宜生奈良支部長（56 回

生）、神澤匡数兵庫支部長（短 7 回生）、新川秀和大阪支部長（63 回生）、大澤啓次京都支部長（65 回生）、

池和秀京都支部員（65 回生）、笠井俊文教授（49 回生）、松尾悟教授（59 回生）、堀井均講師（55 回生）、赤

澤博之講師（65 回生）、森俊博事務課長をお迎えし、賛助会員を含め、計 47 名の方々にご参加いただきまし

た。 

総会は山内聡氏（短 3 回生）の進行で、西関剛支部長（65 回生）の挨拶により始まりました。玉田会長や森

事務課長からは、島津学園創立 90 年の記念行事を開催されたこと、遠藤啓吾学長からのご挨拶の代読、新

棟や学生食堂についてなど母校の近況のお話をいただきました。各支部長からご挨拶と総会のご案内があり

ました。あわせて各支部の総会案内がありました。その後、議事も滞りなく進み、支部総会は終了しました。 

記念撮影の後、駒井房富氏（52 回生）より乾杯のご発声で懇親会が始まり、鍋を囲みながら話が弾みました。

宴の中頃、賛助会員の方々からご挨拶をいただきました。また、新入会員の自己紹介を木下尚哉氏（大 7 回

生）にとりまとめてもらい、抱負や担当している業務などを披露していただきました。しばらく続いた歓談の後、

締めは坂本康夫氏（49 回生）による万歳三唱の後、西関支部長の挨拶にてお開きとなりました。 

最後に、大変寒く、帰りは雪が降る天候でしたが、ご多忙中にもかかわらずご参加いただきましたご来賓の

皆様、会員の皆様、賛助会員の方々、本当にありがとうございました。たくさんの繋がりができ、有意義な時間

となったのではないかと思います。次回もお誘い合わせの上、多数のご参加をお待ちしております。 

皆様の益々のご多幸とご活躍を祈念し報告といたします。 

なお、今回は出欠確認のハガキが届いていないなどで支部会員の皆様にはご迷惑をおかけいたしましたこ

と、お詫びいたします。 
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